
 
 

（法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」） 
 
 
 

2018 年度の事業報告書 
 
 

2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日まで 
 

特定非営利活動法人 甲斐スポーツ振興会 
 
１ 事業の成果 

・ 

・ 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の

金額（単

位：千円） 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

元オリンピック選手による走り方教室 

 
(A)2018 年 4 月 22 日 

 

(B)後楽園スポーツクラブ 

 

(C)７名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)175 名 

３０ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

元オリンピック選手による走り方教室 

元プロサッカー選手によるサ 

ッカー教室 

ダブルダッチインストラクターによる

体験教室 

(A)2018 年 5 月 12 日 

 

(B)国母公園 

 

(C)90 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)12 名 

 

６０ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

現役パラリンピック選手による『なな 

いろ空の家アフタースクール』での走 

り方教室 

(A)2018 年 5 月 24 日 

 

(B) 中巨摩地区広域事務組

合勤労青年センター体育

館 

 

(C)3 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)13 名 

５ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

  

元オリンピック選手による走り方教室 

元プロサッカー選手によるサッカー教 

室 

ダブルダッチインストラクターによる 

体験教室 

元プロ野球アスレチックトレーナーに 

よるウォーミングアップ 

(A)2018 年 6 月 16 日 

 

(B)中巨摩地区広域事務組合

勤労青年センター体育館 

 

(C)12 名 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)53 名 

４０ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

 

現役パラリンピック選手と元オリンピ 

ック選手によるジャンプ力教室 

 

 

(A)2018 年 9 月 9 日 

 

(B) 後楽園スポーツクラブ 

 

(C)10 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)75 名 

３０ 



 
 

スポーツに関す

る諸科学に基づ

く講演会、相談会

の開催 

 

小児科医と医薬品メーカーによる、水 

分補給と栄養についての講習 

(A)2018 年 9 月 9 日 

 

(B)後楽園スポーツクラブ 

 

(C)10 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)75 名 

３０ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

スラックラインインストラクターによ 

る体験教室 

元プロ野球アスレチックトレーナーに 

よるサーキットトレーニング 

元オリンピック選手による走り方教室 

元バスケットボール選手によるバスケ 

ットボール教室 

 

(A)2018 年 10 月 21 日 

 

(B)後楽園スポーツクラブ 

 

(C)11 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)61 名 

３０ 

スポーツに関す 

る諸科学に基づ 

く講演会、相談会 

の開催 

小児科医と医薬品メーカーによる、水 

分補給と栄養についての講習 

ストレッチの重要性とケガの予防およ 

びケガの対処の方法の講習 

(A)2018 年 10 月 21 日 

 

(B)後楽園スポーツクラブ 

 

(C)11 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)61 名 

３０ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

市川三郷町 はんこ日本一六郷の里秋 

祭りでの元オリンピック選手による走 

り方教室 

 

 

(A) 2018 年 11 月 4 日 

 

(B)六郷中学校 

 

(C)3 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

(E)30 名 

２０ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

大国小学校設立 30 周年記念授業スポ

ーイベント 

元プロ野球選手による野球教室 

元サッカー選手によるサッカー教室 

元オリンピック選手による走り方教室 

元バスケットボール選手によるバスケ 

ットボール教室 

元プロ野球アスレチックトレーナーに 

よるトレーニング講習 

(A) 2018 年 11 月 17 日 

 

(B)大国小学校 

 

(C)9 名 

 

(D) 大国小学校在

籍の児童 

 

 

(E)500 名 

１３１ 

高度な専門技術

を有する選手等

によるスポーツ

イベントの開催 

 

笛吹市教育委員会『フッキー体験塾』 

元オリンピック選手による走り方教室 

ダブルダッチインストラクターによる 

体験教室 

スラックラインインストラクターによ 

る体験教室 

(A) 2019 年 2 月 17 日 

 

(B)笛吹市体育館 

 

(C)14 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)70 名 

４３ 

スポーツに関す

る諸科学に基づ

く講演会、相談会

の開催 

 

笛吹市教育委員会『フッキー体験塾』 

スポーツ整形外科医によるケガ予防の 

講義 

 

(A) 2019 年 2 月 17 日 

 

(B)笛吹市体育館 

 

(C)14 名 

 

(D)青少年/保護者 

 

 

(E)70 名 

４３ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様式例・記載例（法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」） 
 
 

○○年度の事業報告書 前事業年度の⾃⾄年⽉⽇を
記載する 

２部提出する 



 
 

 
○○年○○月○○日から○○年○○月○○日まで 

 
 

特定非営利活動法人○○○○ 
 
１ 事業の成果 

・以下の事業を実施した。 

・ホームページの開設のための議論の検討結果は、通常総会において実施の承認が得られた。当該

ホームページは、３月１日から開設している。 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千

円） 

①環境美化を

目的として

清掃を行う

事業 

 

 

・地域の通学路や駅周辺の清 

掃を行った。 

 

 

(A)５月○日及び

９月△日に行

った。 

(B)○○地域の通

学路、△△駅

周辺 

(C)２０人 

(D)通学路や

駅を利用

する市民 

(E)不特定多

数 

５００ 

 

 

 

②活動支援を

目的として

助言を行う

事業 

 

・地域の通学路や駅周辺の清

掃を行う活動の実施を検討

している他の団体を支援す

るため、電子メールの利用

による助言窓口を開設し

た。 

(A)３月１日から

随時行った。 

(B)主たる事務所 

(C)３人 

(D)助言を希

望する他

の団体 

(E)１団体 

 

１１０ 

 

③自然環境の

保護に関す

る講演会を

開催する事

業 

・大学、行政、他の特定非営

利活動法人に所属し、自然

環境の保護に関する研究や

実務に携わっている方々を

招き、講演会を開催した。 

(A)１月○日に開

催した。 

(B)□□市文化会

館 

(C)８人 

(D)自然環境

の保護に

関心があ

る市民 

(E)５０人 

６００ 

 

実施した事業は、

(A)から (E)まで

の事項をもれな

く記載する 

活動計算書で事業費を事

業別に区分している場合

に記載する。区分してい

ない場合は、任意の記載

事項。 

させる 



 
 

 

 

 

 

 

(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

事業費の金額

（ 単 位： 千

円） 

①会員相互の

親睦会の開

催 

・会員相互の意見交換のた

め、親睦会を開催する。 

(A)年 1回（12 月） 

(B)○○会館 

(C)２０人 

１００ 

 

 

②チャリティ

ーコンサー

トの開催 

・自然環境の保護に関するイ

ベントにおいて、チャリテ

ィーコンサートを開催す

る。 

・本事業年度は、実施しなかっ

た。 
－ 

 

 

 

 

（備考） 
１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして

記載する。 

 ２ ２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその他

の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。 

実施した事業は、(A)か

ら (C)までの事項をも

れなく記載する 

その他の事業を⾏う場合のみ記載する 

特定⾮営利活動に係る事業の事業内容と、その他の事

業の事業内容とは、相違点を明らかにして記載する 

記載する場合には、活動計算書の

「事業費合計額」と全体の合計額

を⼀致させる 

させる 


